
コミュニティ
サマリー

重要であると考える理由
Daigasグループは、地域に根ざした事業を展開し、地域から支えられています。地域への様々な貢献が、地域社会と当社グループ双方の発展につながる好循環を生み出すと考えます。
当社グループは、自らの企業活動を世のなかに正しく理解していただくため、情報を積極的に公開し、経営の透明性を高め、幅広いステークホルダーとの建設的な対話を通じ共創を推進する
ことが重要と認識しています。なお、地域コミュニティとの共生はマテリアリティの一つに位置づけています。

取り組み事項 具体的な取り組み

地域共創活動

•まちづくり
•研究活動を通じた社会への提言
•社会活動団体とのパートナーシップ
•次世代教育への貢献
•スポーツを通じた地域貢献
•企業ボランティア活動“小さな灯”運動

マテリアリティ 地域コミュニティとの共生

方針・推進体制
•	行政・学校・NPO等の幅広いステークホルダーとのネットワークを生かし、社会課題解決に向けた知見・プログラムを提供
•	グループが保有するエネルギー環境教育、防災・食育・スポーツメニュー等を通じて、次世代の健全な育成を推進

マテリアリティに基づくKPI 2022年度実績

行政活動（まちづくり構想等）への参画数 38件

地域との共創回数 326回

•従業員による地域貢献活動「“小さな灯”運動」や近隣企業、地域団体とも連携

公益財団活動
•高齢者福祉　‐（公財）大阪ガスグループ福祉

財団
•国際貢献　 ‐（公財）大阪ガス国際交流財団

方針・推進体制
•	高齢者を対象にした地域福祉活動や大学・医療機関で行われている調査・研究に対する「助成事業」と、高齢者の健康の維持・増進を目
的とした「健康事業」を通じ、高齢者の福祉の向上と充実のための活動を実施しています。

•	南東アジアおよび大洋州地域の天然ガス産出国において教育・学術・科学技術分野の助成を行い、わが国との国際相互理解を深め、
国際親善に寄与することを目的に活動を継続しています。

2022年度実績
•	高齢者を対象とした福祉活動や調査・研究への助成事業の実施：高齢者福祉助成6２件（５２４万円）、調査・研究助成1４件（9８８万円）
•	高齢者の健康維持・増進を目指す健康事業：96回実施、３,５1４人参加
•	インドネシア、マレーシア、東ティモールにおける大学、学生・生徒等への助成事業の実施：奨学金、試験研究等の助成（２,1８9万円）
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■ 活動事例
テーマ 活動例

行政活動（まちづくり構想等）への参画 ⃝まちづくり提案を通じた自治体によるSDGs推進活動の支援 ⃝各種団体・自治体主催の審議会・委員会等への提言・参画

地域との共創

⃝都市の魅力づくりに関する第三者との研究活動
　•上町台地今昔フォーラムイベント開催
　•語りべシアター制作

⃝自治体・NPO等と連携した高齢者活動支援

⃝NPOや社会起業家との協働活動
　•「マイプロSHOWCASE関西」を通じた社会課題の発信
　•マイ大阪ガス「Social	Design+」によるNPO支援

⃝ソーシャルデザインフォーラム、ワークショップ開催

⃝“小さな灯” 運動主催「ふれあいバザー」等の開催
⃝行政・第三者と連携した地域活性化活動
　•Talkin’	About,	Walkin’	About活動
　•イストワール事業

その他の活動
（次世代教育・消費者対応等）

⃝環境コミュニケーション活動 ⃝NOBY	T&F活動

⃝防災教育・火
ひ
育
いく

⃝防災に関する研究とネットワーク活動

⃝食育活動 ⃝大学での講義・講演活動

⃝消費生活団体・消費生活センター対応
⃝運動クラブによる地域清掃

⃝野球・陸上教室等の開催

■ 社会貢献活動費
2022年度：197百万円

取り組みの背景・考え方
Daigasグループは地域に根ざした事業を営んでおり、地域の皆さまとの良好な関係なくしては、経営は成り立たないと考えています。事業をご理解いただくために積極的に情報を開示し、経営の透明性を高め
るとともに社会とのコミュニケーションを推進します。また、当社グループの経営戦略と親和性の高い地域コミュニティとの共生に資する活動を推進していきます。当社グループが事業活動で培ってきた知見や
資源を生かし、行政活動への提言や協力、地域との共創活動に努め、地域の価値創造に取り組んでいます。

地域共創活動

101

Daigasグループ Sustainability Report 2023

Governance  ESG DataSocialEnvironmentalIntroductionContents Management



NPO等との協働活動
Daigasグループの大阪ガスネットワーク
（株）は、2013年からNPO法人グリーン
ズとともにウェブマガジン「マイプロ
SHOWCASE関西編」を運営し、関西にお
けるソーシャルデザイナー・NPOの活動を
紹介しています。
海外では、米国における天然ガス・発電等
に関する開発、投資等を行うOsaka	Gas	USA	Corporation（OGUSA）が、公立公園での森林
再生プロジェクトなどの社会貢献活動に取り組んでいます。

共生社会に向けての取り組み
Daigasグループの（株）オージス総研が
中心となって取り組む「はじまるくんパソコ
ン寄贈プログラム」活動は、パソコンリ
ユースによる環境貢献をベースに、再生作
業委託による障がい者の就労支援と寄贈
先におけるIT支援を目的とした社会貢献
活動です。2009年に活動を開始してから
寄贈累計台数が4,533台を突破しました。
2022年度は、「第13回Daigasグループ
『はじまるくんパソコン寄贈プログラム』」
として、近畿2府4県の150の福祉施設に
「はじまるくんパソコン」190台を寄贈しま
した。

お客さまとともに取り組む地域社会貢献活動
大阪ガスおよび大阪ガスマーケティング
（株）では、会員制サイト「マイ大阪ガス」に
おいて、社会課題の解決に取り組むソー
シャルデザインの担い手たちを応援する
企画「Social	Design+」のほか、環境活
動を行う団体を応援する「みんなで地球にいいことつながるプロジェクト」を実施。地域の社会課題
をお客さまとともに考え、支援する取り組みを行っています。

福祉作業所でのパソコン再生作業

まちづくり
エネルギー事業者としての使命感を持って環境の保全に取り組むとともに、人々の暮らしと密着し
た事業を展開し、地域との共生を目指すDaigasグループは、地域の環境・防災に配慮したまちづく
りや健康等の生活分野への協力・提言など、社会の安心と安全の向上を目指した取り組みを行って
います。

研究活動を通じた社会への提言
Daigasグループのエネルギー・文化研究
所（Research	 Institute	 for	Culture,	
Energy	and	Life：通称CEL）は、大阪ガス
創業80周年記念事業の一つとして1986
年に設立した企業内研究所です。地域の
価値創造(①環境重視・循環型社会への対
応	②成熟社会における安心・共助への対
応	③地域活力活用と都市魅力創造への
対応)を目的に、社会の構造分析・課題解
決に向けた研究・実践・提言に取り組んで
います。
研究成果を出版物やシンポジウム・セミナーでの講演、大学での講義、新聞・雑誌等で公表するほ
か、行政・経済界の委員会やNPOとの協働等の社外活動にも生かしています。また、情報誌「CEL」の
発行や、ウェブサイト、SNSなどの媒体を通じた情報発信にも力を入れています。さらに、大阪駅北側
のグランフロント大阪ナレッジキャピタルに開設した「都市魅力研究室」を活用し、地域・コミュニティや
高齢社会などをテーマにセミナーや勉強会などを開催しています。

社会活動団体とのパートナーシップ
地域社会には様々な社会課題があり、その問題は、高度化、複雑化しています。Daigasグループで
は、「マイプロジェクト＝自分ごとから始まる社会課題解決」の実践者たちを、関西のコミュニティをと
もに元気づけてくれる未来のパートナーと位置づけ、その活動を社会に発信し、様々なステークホ
ルダーとの関係性を築くためのサポートをしています。

「大阪御堂筋ものがたり」を制作し、YouTubeで公開
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スポーツを通じた地域貢献
Daigasグループ従業員であり北京五輪メダリスト
の朝原宜治が主宰する陸上競技クラブ「NOBY	
T&F	CLUB」では、運動・陸上競技を通じた次世代
の健全育成と新たなコミュニティ創出を目的に活動
しています。元オリンピアンや世界大会の日本代表
の経験と指導力を生かしたトップアスリートの育成
にも力を注いでいるほか、シニア世代の健康増進を
目的としたコースも展開しています。
また、10年以上開催してきた講習プログラムや指導
ノウハウは、自治体イベントや学校授業でも活用さ
れています。
さらに、健康につながる豊かな食生活と体づくりのヒントを、セミナーやウェブサイト、SNSなどを通じ
て情報発信しています。

企業ボランティア活動「“小さな灯”運動」
Daigasグループは「地域とともに歩む企業グルー
プ」として、従来地域活動に積極的に参加してきまし
た。「“小さな灯”運動」は、企業ボランティア活動とし
て1981年（国際障害者年）に始まりました。グルー
プ従業員の募金等をもとに、「社会的養護を必要と
する子ども支援」「障がい者の就労支援」「災害被災
地支援」「従業員のボランティア活動支援」を行って
います。
コロナ禍で開催を見合わせていた障がい者の就労
支援として取り組む「御堂筋ふれあいバザー」は、感
染予防対策のもと、2022年4月に２年ぶりに開催
し、また、10月には「御堂筋被災地復興支援バザー」
も再開しました。

2年ぶりに再開した「御堂筋ふれあいバザー」

次世代教育への貢献

エネルギー環境教育
Daigasグループは、地球環境
意識の高まりを背景に、2006
年度から、エネルギーと地球環
境問題について次世代を担う
子どもたちと一緒に考え、理解
を深めることを目的として、小・
中・高校生を対象にした出張授
業「エネルギー環境教育」を実施
しています。従業員やOBが講
師となり、「エコ・クッキング」※な
ど2種類のプログラムを活用して、出張授業を行っています。
また、エネルギーや環境に関する校外学習の場としてガス科学館（泉北製造所内）を運営してい
ます。最新の情報をご提供すべく2022年12月に内容を全面刷新しました。近隣の小中学校や地域
イベントでの実験学習などで一般の方にもご利用いただいています。
2022年度のエネルギー環境教育受講者は9,044人、実施回数は462回でした。

防災教育
東日本大震災以降、防災教育の必要性が高まったことを受け、Daigasグループでは、小学校高学年
を対象に防災をテーマにしたオリジナル教材「考える防災教室」を地域の小学校へ配布しています。
「考える防災教室」は、日本の自然災害について学びながら、ワークショップで災害時の暮らしの変化
とその時に役立つ知恵を習得する内容となっています。中学校・高等学校・大学や自治体、地域の自治
会などでも利用いただいたことにより、配布開始からの9年間で配布総数は24万冊を超えました。

ワークショップ形式で災害時の暮らしの
変化と役立つ知恵を習得する「考える防
災教室」の様子

■ エネルギー環境教育 累計実績
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20222021202020192018 20222021202020192018

受講者数■回数
（人）（回）

（年度）

11,58911,58911,12711,12710,83310,83310,57310,5739,7589,758

419,970419,970410,926410,926402,328402,328394,712394,712373,614373,614

左：	小学校高学年用学習教材（A4・40
ページ・オールカラー）

右：	教師用解説書（ワークシート・授業用
副教材付・A4・40ページ・オールカ
ラー）

※「エコ・クッキング」は東京ガス（株）の登録商標です。
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基金運営
「“小さな灯”運動」は、「チャリティカレンダー募
金」をはじめ、「御堂筋ふれあいバザー」「ブック
リサイクル」などの収益金、職場・個人や大阪ガ
スすずらん会（大阪ガスOB会）から寄せられた
募金を「“小さな灯”基金」として管理し、「“小さ
な灯”運動」の活動や被災地支援、また、供給エ
リア内の全自治体へ社会福祉、教育等の目的
で使用される物品（車いすや絵本等）の寄贈に
活用しています。
基金の2022年度の運営活動収支は、収入が
7,600千円、支出は活動４0周年記念の特別支
出を含めて9,144千円でした。

グループ従業員、OB、その他関係先、お客さまなど
が募金を行うチャリティカレンダー

“小さな灯”運動のマインドで取り組む従業員の社会貢献活動
Daigasグループの事業活動は、地域の皆さまの生活に密着しています。従業員は地域社会の一
員、つまり「良き企業市民」として、地域社会に貢献しています。
献血活動や未使用ハガキや使用済切手の回収および古書販売の売上寄付のほか、地域活性化支
援を目的とした市民マラソン大会のサポートボランティアなども続けています。
また、会社から従業員に付与される福利厚生のポイントを社会活動団体に寄付する「大阪ガスとも
しびクラブ」では、2022年度は、7団体に総額2,344千円を従業員の想いとともに寄贈しました。
さらに、2022年度には、「社会貢献ポータルサイト」を開設し、地域社会貢献活動への参加活性を
図っています。

「大阪マラソン2023」の運営サポートに83人が
ボランティアで参加

従業員にボランティア活動情報などを
提供する社内掲示板
「社会貢献ポータルサイト」
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各活動の実績（1985年～2022年度累計）
（1）高齢者福祉助成	 3,045件	 6億91百万円
（2）調査・研究助成	 658件	 4億40百万円
（3）健康事業	 6,102回開催	 443,790人参加

「高齢者向けの健康セミナー」をYouTube配信
2021年度ホームページのリニューアルにあわせて、動
画コンテンツ「高齢者向けの健康セミナー」を制作、
YouTube配信を開始しました。今後も高齢期の健康
づくりに活用できる内容を毎年配信していきます。

▶︎	福祉財団HP

取り組みの背景・考え方
Daigasグループの企業ボランティア活動として1981年（国際障害者年）に始まった「“小さな灯”運
動」等で行ってきた福祉活動を、より組織的、継続的に発展させるために、大阪ガスと関係会社、
サービスショップ協会、風呂販売協力会、配管工事協会、工友会協議会の362社が基金を拠出し、
創業80周年を記念して大阪ガスグループ福祉財団を1985年10月に設立しました。その活動は、
高齢者を対象にした地域福祉活動や大学・医療機関で行われている調査・研究に対する「助成事
業」と、高齢者の健康の維持・増進を目的とした「健康事業」です。
また、大阪ガス国際交流財団は、1992年9月に大阪ガスが基本財産を全額拠出して設立し、2010年
10月に、内閣府の認定を受けて公益財団法人に移行しました。財団の事業活動を通じて天然ガス
産出国との相互理解をより一層深め、国際貢献に資することを目的に助成事業に取り組んでいます。

高齢者福祉-（公財）大阪ガスグループ福祉財団
1985年にDaigasグループ各社の寄付で設立した（公財）大阪ガスグループ福祉財団は、「高齢者を
対象とした福祉活動や調査・研究への助成事業」と「高齢者の健康維持・増進を目指す健康事業」を
両輪に、近畿2府4県で活動しています。
2022年度の高齢者福祉助成は62件（524万円）、調査・研究助成は14件（988万円）、健康事業は
96回実施し、参加者は3,514人でした。

高齢者福祉助成：農業塾講座のための農具助成健康事業：健康のつどい

ステークホルダーコメント

貴財団におかれましては、1985年より、高齢者を対象とした福祉活動や高齢者の社会参加
を支援する活動等への助成を通じて高齢社会における地域づくりに尽力されておられます
ことを心から敬意を表します。
昨今、地域を取り巻く環境もめまぐるしく変化するなか、顕在化した地域住民が抱える課題
をいかにキャッチしていくのかが大切であり、専門職だけでなく、地域住民や地域活動者の
協力が必要不可欠となっております。
また、2023年度から新型コロナウイルス感染症が第5類に移行されたことにより、地域に
おける居場所・つながりづくりの取り組み等が再開され、これまで以上に多様性を尊重する
地域文化の醸成がなされるとともに社会福祉協議会においてもWITHコロナ社会を見据えた
地域福祉活動の推進に取り組んでまいります。
助成いただきました京都府内の団体におきましても、高齢者サロン等での交流や外国籍の
方を対象とした居場所づくりや異文化交流等を通じて、誰もが安心して生活することのできる
地域づくりを推進されているところです。
本会においても第5次中期計画の基本理念である「つながりをいかしてだれもが尊厳をもって
いきることができる社会をつくる」ことを目指し、努力してまいりますので、今後とも地域福祉
の増進にご支援いただきますようお願い申し上げます。

地域共生社会の実現に向けて

社会福祉法人	京都府社会福祉協議会
地域福祉・ボランティア振興課　　	課長　北尾	尚子　氏
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動画コンテンツ「高齢者向けの健康セミナー」

公益財団活動

https://www.osakagas.co.jp/company/efforts/fukushi/index.html


国際貢献-（公財）大阪ガス国際交流財団
天然ガス産出国との友好と相互理解を深める
（公財）大阪ガス国際交流財団は、南東アジアおよび大洋州地域の天然ガス産出国との国際相互理
解の促進と国際親善への寄与を目的として助成事業を展開しています。2022年度、インドネシアで
は、小中学校への教育機材助成、300人の学生・生徒への奨学金支給、3大学におけるエネルギー・
環境分野の研究への助成、大学院生4人を対象とした日本での短期研修など、計約1,462万円を
助成しました。マレーシアでは、英語教育支援、試験研究助成、大学生12人への奨学金支給など計約
522万円を助成し、東ティモールでは、30人の大学生への計約205万円の奨学金を支給しました。
当財団は設立30周年を迎え、助成総額約５億9,011万円、奨学金支給人数10,494人、助成対象研
究テーマは438件となる、これまでの助成活動を振り返るとともに、理事長の対談、現地学生とのオ
ンライン会議を開き、今後の活動の方向性についても検討を深めました。

東ティモール大学への贈呈式マレーシア教育省での
打合わせの様子

インドネシア大学大学院生の
日本語研修でガス科学館を見学

ディリディリ

サマリンダサマリンダ

ボンタンボンタン

ビントゥルビントゥル
ミリミリ

クチンクチン

バンドンバンドンボゴールボゴール

ジャカルタジャカルタ
インドネシアインドネシア

東ティモール東ティモール

マレーシアマレーシア

バンダアチェバンダアチェ

…助成活動を行っている都市…助成活動を行っている都市

■ 助成活動範囲 ■	累計助成金額（1992～2022年度）
約5億9,011万円

単位：百万円 （公財）大阪ガス国際交流財団

その他
17

奨学金
194

試験研究
157

教育教材
152

研修
70

■	助成金の推多（単年度）	 （単位：千円）
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

教育機材 2,512 1,878 1,873 1,760 1,973 2,115
試験研究 5,888 5,401 5,172 5,049 5,332 6,935
奨学金 8,483 6,558 8,092 7,737 8,512 9,564
研修 4,592 3,212 3,175 371 313 3,281

合 計 21,475 17,049 18,311 14,917 16,129 21,895
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